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１０月３０日、青森県立田子高等学校の閉校式が執り行われました。詳しくは２・３ページをご覧ください。

惜しまれつつ 閉校式

広報
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●
今
月
の
話
題 田

子
高
校

田
子
高
校

閉
校
式

閉
校
式

　

10
月
30
日
、
青
森
県
立
田
子

高
等
学
校
の
閉
校
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
立
高
校
再
編

の
一
環
で
今
年
度
末
に
閉
校
す

る
田
子
高
校
の
閉
校
式
に
は
、

最
後
の
生
徒
と
な
っ
た
8
名
の

在
校
生
や
卒
業
生
、
学
校
関
係

者
な
ど
約
２
０
０
名
が
足
を
運

び
、
創
立
70
年
、
三
戸
高
校
分

校
か
ら
の
独
立
44
年
の
歴
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
思
い
出
あ
ふ

れ
る
学
び
舎
で
閉
校
を
惜
し
み

ま
し
た
。

■ メモリアルルーム
　メモリアルルームにはこれまでに発行された卒業アルバム
や、思い入れ深い制服、部活動や文化活動で受賞した輝かし
いトロフィーや
盾などが展示さ
れ、訪れた方々
は思い出をしの
んでいました。

■ 記念品とお土産
　今回の記念品として、田子高校の卒業生が作成したキーホ
ルダーや焼き菓子が出席者へ贈られました。また、式終了後、
在校生より手渡されたお弁当には、第10回「ご当地！絶品う

まいもん甲子園」で決勝大会進出を決
めた総合文化部のメニューが盛り込ま
れました。お弁当を受け取った方々は
在校生らに「これから卒業まで頑張っ
てください。応援しています」と激励
の言葉を贈っていました。

■ 校長式辞（抜粋）
青森県立田子高等学校　小野淳美 校長

　本校は昭和27年に三戸高等学校田子分
校として開校し、昭和53年青森県立田子
高等学校として独立しました。
　田子町の人づくりが高校教育に期待し

たことの大きさと田子町の活性化が青少年の意識改革に
あると期待され、地域に求められた学校として開校し、
その後も町の宝として、多大な支援を頂きながらこれま
で教育を続けて参りました。
　本校の教育活動が受け入れられ、町との強い絆があっ
てこその田子高校でした。
　これまでここで過ごしてきた学校生活の思い出は、そ
れぞれの立場や見方で個々の心に記憶され、深められ、
田子高校で過ごした証になります。独立から44年、この
間2 , 9 3 5名の卒業生を輩出し、町内外で活躍しており
ます。
　地域とともに歩んだ、田子高校の歴史は、今閉じよう
としています。同窓生の皆様、旧職員の皆様、この校舎
にお礼とお別れを伝え、心の中で最後の校歌を歌ってい
ただきたいと思います。そして、本校の誕生からこれま
でご支援いただいた、関係各位に心からの敬意と感謝を
申し上げます。

■ 生徒代表の言葉（抜粋）
生徒代表　杉沢泰盛 さん

　田子高校の閉校にあたり多くのご来賓
の皆様にご臨席を賜り、このように盛大
な式典を挙行していただきましたことに、
生徒一同感謝の思いでいっぱいです

　私たちが最後の生徒として過ごした３年間は、この田
子高校が地域をはじめとする多くの方々に支えられてき
たということを実感できた日々でもありました。
　44年という歴史の中で「自律・敬愛・創造」の校訓の
もと、多くの先輩方が様々なかたちで田子高校を築き上
げてきました。そしてまた、社会に出てからも多くの場
所で活躍されています。
　創立以来、本校生徒のために指導してくださった多く
の先生方、職員の皆さん、後援会やＰＴＡ、同窓会の
方々、地域の皆さんのご支援があって今の私たちがある
ことを深く実感いたします。私たちは今後田子高校なら
ではの活動や誇り、地域の方々への感謝の気持ちを忘れ
ず、残り少ない学校生活を悔いの無いよう過ごしたいと
思います。そして、諸先輩方と共に、地域や社会に恩返
ししていきたいと思います。

田子高校の歴史と思い出を胸に閉校式に臨む
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●
今
月
の
話
題

田子高校の行く先は
　田子高校の閉校・・・とうとう来るものが来たか、と一
抹の寂しさと悲しさを胸に隠し切れません。
　昭和30年代前半に三戸高校・田子分校の看板を中学校に
置き、中学校の２教室を借りての産声と記憶しています。
中学校の教員が兼務なので弁当は昼食と夕食の２個持参。
　その後、関係者の努力が実り名実ともに「県立田子高校」
になり現在地に新校舎建設して移転。10年以上前に学校訪
問させて頂きましたが廊下で会った際「こんにちは」と元
気に笑顔。当時校長は生徒数が減ってきてねーと寂しそう
に語ってくれました。何とか特色を出そうと県内中高一貫
教育の指定校に。地域と密着して特色ある田子高校と県内
で評価されました。
　その一つに語学力の向上があげられます。日本一の「た
っこニンニク」と田子町。二人三脚で町の宣揚に寄与。
　直近では東京新宿区神楽坂商店街での行事に参加。夕暮
れ時の「ナニャドヤラ」の流し踊りは哀愁を感じさせる演
技に商店街の皆さんから讃嘆の声。
　向学心に燃える生徒・児童の芽を何とか大樹に育てる方
法を地域と一緒に考えたい。　　　　　　　　　　向井靖雄

定時制高校時代　バレーボール部の活躍
　60年以上も前のことですので、昔の記憶をたどりながら、
定時制高校時代のエピソードをご紹介いたします。定時制
高校の中堤先生から、父を通して男子バレーボール部のコ
ーチを依頼されました。当時、私は、大学生で、部に所属
してバレーボールはおこなっていましたが、指導力などは
なく、不安でしたが、練習のお手伝い程度なら、というこ
とでコーチを引き受けることにしました。
　夏休みに帰省し、練習に参加しました。当時は９人制バ
レーボールで、練習場は体育館ではなく、校庭でした。メ
ンバーは私と年齢は近く、知っている方たちでしたから、
和気あいあいといった雰囲気で、名久井孝雄さん（故人）
や稲垣孝夫さん達も指導に加わってくださることもあり、
部員たちは練習を重ねるにつれて、真剣さが増していった
ような気がしました。
　県下定時制通信制高等学校総合体育大会では好成績をお
さめたと聞いていました。これ以降、数年間、中堤先生か
らコーチの依頼が続きました。最近、この大会の成績を田
子高校の伊藤先生に調べていただきましたら、昭和34、35
年と連続優勝していました。これには田子町のバレーボー
ルの関係者の方々には多大なるお力添えを頂きました。私
は多少、貢献できたのかなと思っています。

東京田子会副会長　久保玄次

田子高校閉校にあたって　　　　
　田子高校の思い出は尽きない。特に神楽坂での公演、小
島部長はじめ生徒達の熱演。街の空気が変わった瞬間や観
客の感動の声。涙が出た。田子高校ここに在り。伊藤先生
には感謝の言葉が見つからない。
　私達の時は、午後アルバイトだった。そこで色んな事を
学び経験した。正に校舎無き授業。私がお世話になった店
の社長は、「坂田のぶ」さん。厳しさの中にも優しさが溢れ
ていた。数十年ぶりにお会いした時感謝を申し上げた。そ
の時仰った「あなたがそこまで感謝されるという事は、私
の方がその何十倍もお世話になったということですね」と
深々と頭を下げられた。私はその誠実さに圧倒された。人
間こうあるべきかと。一生忘れることはない。　　
　改めて、田子高校と田子町に感謝したい。
　田子高校万歳！　田子町万歳！　　　　　　　松田哲美

　現在の私という存在は田子高校の“せい”と言っても過
言ではありません。卒業後数年間は外で過ごしたものの結
局は田子町に戻りました。それもこれも高校時代が楽しす
ぎて田子町が大好きだったからかもしれません。数え切れ
ない程の思い出は決して声高に言えるものばかりではあり
ませんが、勉強、部活、恋愛、友達、先輩・後輩、先生方、
そしてハマコ。。。私にとって高校生活は「刺激」と「青春」
そのものでした！ 本当に本当に楽しかった！ 閉校なんて
ぶっちゃけマジで超絶寂しいです。いつまでも色褪せない
思い出とともに、田子高校ありがとう！！！

常磐木 茂

　恵まれた自然の中、素直な生徒の皆さんとの楽しい７年
間でした。頂いた思い出に感謝いたします。陸上競技部も
同好会から、部にしてもらいました。高校はなくなります
が、卒業生の皆さんには、田子高校魂を胸に、いろいろな
場面で活躍されることを願っております。　　　木村浩哉

～長い間お疲れ様でした。～
　一番の思い出は、学生服からブレザーへと制服が新調さ
れる時でした。
　当時どんな制服がいいですか？と聞かれ、あれこれと選
び、新しい制服になると喜んでいましたが、実際には「１
学年下からスタート」となり、新調されなかった悲しい記
憶があります。緑ジャージも私たちが最後の学年となりま
した。制服だけではなく、学校の教育プログラムも国際交
流コースなど様々な変化のある時に在学しておりました。
国際交流コースでは姉妹都市のギルロイ市に研修（ホーム
ステイ）することもでき、今では大変貴重な体験をさせて
いただいたと感謝しております。
　田子高校ありがとう。さようなら。　　　　　　うめこ

おもいで……

つい先日卒業した

かの如き思いです。

劣化しないその思い出は

さも昨日の出来事の様です。

まあ、私の中で田子高校は

　　　そのものです。

平成８年度卒　初森　

閉校を惜しむ
メッセージ
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●
今
月
の
話
題

◆
令
和
２
年
度
の
主
な

　

実
施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

　

13
億
４
２
７
２
万
５
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
Ｔ
Ｃ

Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交
流
推
進

事
業
、
選
挙
費
、
統
計
な
ど
幅

広
い
事
務
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

▽
特
別
定
額
給
付
金
支
給
事
業

　

 

５
億
３
７
５
８
万
５
千
円

▽
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及
び

Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

　
　
　

１
億
４
８
６
万
２
千
円

▽
集
会
施
設
管
理
費

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が
53
億
１
２
５
０
万
５
千
円
、

歳
出
総
額
が
51
億
８
２
６
８
万
４
千
円
で
、
差
引
１
億
２
９
８
２
万

１
千
円
の
形
式
収
支
（
実
質
収
支
は
１
億
２
７
８
４
万
８
千
円
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
６
億
５
６
５
７
万
１
千
円
、
14
・
１
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
庫
支
出
金
及
び
地
方
交
付
税
の

増
額
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対
比
６
億
１
２
４
３
万
７
千
円
、
13
・
４

％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
総
務
費
及
び
民
生
費
な
ど
が
増

額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ
い
て
も
、
節
減
合
理
化
に
努
め
な
が
ら
、

産
業
経
済
の
活
性
化
、
社
会
福
祉
等
の
充
実
、
生
活
基
盤
の
整
備
な

ど
、
諸
施
策
に
関
連
す
る
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

１
９
２
９
万
２
千
円

▽
定
住
移
住
促
進
事
業

　
　
　
　

１
８
５
２
万
３
千
円

▽
国
際
交
流
推
進
費

　
　
　
　
　

９
２
６
万
１
千
円

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

　
　
　
　
　

５
１
４
万
７
千
円

▽
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
な
ど

▼
民
生
費

　

10
億
２
９
１
８
万
８
千
円

　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
児

童
な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

　
　

２
億
８
０
４
５
万
円

令和３年９月の町議会第３回定例会において、令和２年度一般会計及び特別会計の決算が承認されました。

令和２年度 令和２年度 まちまちのの決算決算の概要と主な事業の概要と主な事業

令和２年度一般会計歳入歳出決算状況令和２年度一般会計歳入歳出決算状況
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●
今
月
の
話
題

▽
保
育
園
等
運
営
費
・
子
育
て

支
援
事
業

　

２
億
２
４
６
９
万
８
千
円

▽
地
域
応
援
・
活
性
化
商
品
券

支
給
事
業 
５
６
１
２
万
４
千
円

▽
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給
費

な
ど

▼
衛
生
費

６
億
１
５
４
５
万
２
千
円

　

各
種
健
診
や
予
防
接
種
、
乳

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
健
康
診
査
・
予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　

４
１
３
２
万
円

▽
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金

　

 

１
億
９
６
４
６
万
４
千
円

▽
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
負
担
金

　
　

２
億
９
５
９
４
万
９
千
円

▽
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽

▼
土
木
費

　

３
億
２
４
０
２
万
７
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

７
４
６
４
万
４
千
円

▽
除
雪
費 

３
１
３
５
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

　

１
億
５
７
５
２
万
７
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策
事
業
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費

４
億
５
７
２
３
万
１
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
事
業　

４
０
９
７
万
９
千
円

▽
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対
策

事
業　
　

４
８
０
６
万
８
千
円

▽
６
次
産
業
化
推
進
事
業

　
　
　
　

１
１
１
２
万
５
千
円

▽
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理
事

業
な
ど

▼
教
育
費

　

４
億
１
０
７
６
万
４
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
管

理
運
営
費

１
億
２
０
１
７
万
５
千
円

▽
図
書
館
運
営
事
業

　
　
　
　

１
２
９
４
万
２
千
円

▽
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

　
　

１
億
１
６
８
７
万
６
千
円

▽
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
や
防
災

対
策
事
業
な
ど

▼
議
会
、
労
働
、
商
工
費
な
ど

▽
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

　
　
　
　
　
　

６
５
４
８
万
円

▽
労
働
費
（
勤
労
者
対
策
）

　
　
　
　
　
　

７
９
万
５
千
円

▽
商
工
費
（
商
工
観
光
振
興
）

　
　

１
億
３
５
１
１
万
７
千
円

▽
災
害
復
旧
費
（
町
道
ほ
か
）

  　
　

３
４
５
７
万
４
千
円

▽
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

　
　

５
億
９
９
５
６
万
円

●令和３年度（令和２年度分）
　決算審査意見書（要旨）

　一般会計及び特別会計とも、
新型コロナ感染症対策等にかか
る事業の影響による増減はある
ものの予算の執行については、
効率的かつ適正な執行が行われ
ていることを確認し、事業の執
行についてもおおむね良好に進
捗しており成果が認められまし
た。収入未済額においては、歳
入全般で減少傾向にあります。
しかし、町全体の会計で見ます
と、依然として収入未済額は大
きな金額となっておりますので、
滞納整理の推進と県市町村総合
事務組合との連携を一層強化し、
徴収の効果を上げるとともに適
正な欠損処分処理を望みます。
　次に、歳出面についてであり
ますが、自主財源等の減少が進
むなか、年々厳しさが増す昨今
でありますので、健全かつ着実

な財政運営を図るべく、歳出の
抑制に努めなければならないも
のと思われます。よって、今後
の事務事業の予算編成及び予算
執行に当たっては、町財政健全
化計画及び本町のおかれている
現実への認識を深め、職責上の
自覚を持ってこれに望み、行政
上の効果を高めるよう努力して
いただきたいものであります。
　特別会計に係わる事業運営は、
田子町国民健康保険、介護保険
事業勘定、診療所・老健施設事
業に係る経費が増加の傾向にあ
るため、一般会計から繰出金依
存度を軽減するためにも、保健
福祉事業等に力を入れ、施設・
備品等の適正管理など創意工夫
に努力することを望みます。
　以上をもちまして、令和２年
度の決算審査報告といたします。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・北田騰
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
寄
付
目
録
が
手
渡
さ
れ
る
様
子

（
写
真
５
）
配
布
の
様
子

（↑写真１）新しい陶芸釜で焼いた作品

（←写真２）電気式陶芸釜

（
写
真
４
）委
嘱
を
受
け
た
坂
本
さ
ん
（
中
央
）

延
寿
陶
苑
の
陶
芸
窯
が
新

調
さ
れ
ま
し
た

（
※
写
真
１
・
２
）

　

９
月
28
日
、
延
寿
陶
苑（
田

子
町
老
人
セ
ン
タ
ー
隣
）に
あ

る
、
陶
芸
窯
が
平
成
２
年
の
設

置
以
来
31
年
ぶ
り
に
新
調
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
ガ
ス
式

の
も
の
で
し
た
が
、
電
気
式
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
安

全
で
使
い
や
す
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
延
寿
陶
苑
を
管
理
す

る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員

は
、
新
旧
陶
芸
窯
の
違
い
や
注

意
点
な
ど
を
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
新
調
さ
れ
た
陶
芸
窯
に

よ
り
「
延
寿
陶
苑
」
は
、
趣
味

の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒

に
楽
し
め
る
地
域
交
流
の
場
と

し
て
、
広
く
町
民
か
ら
利
用
さ

れ
る
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献
活

動
事
業
（
※
写
真
３
）

　

10
月
12
日
、
八
戸
農
業
協
同

組
合
の
山
美
喜
正
代
表
理
事
組

合
長
が
町
教
育
委
員
会
を
訪
問

し
、
非
接
触
型
検
温
消
毒
機
４

台
と
消
毒
液
16
リ
ッ
ト
ル
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
組

合
の
「
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献

活
動
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
事
業
で
、
町
の
子
ど
も

た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
贈
ら
れ
、

町
内
各
小
学
校
・
中
学
校
へ
設

置
さ
れ
ま
す
。
受
け
取
っ
た
宇

藤
裕
夫
教
育
長
は
「
大
変
助
か

り
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱

状
交
付
式
（
※
写
真
４
）

　

10
月
20
日
、
役
場
町
長
室
で

田
子
町
自
衛
隊
協
力
会
の
坂
本

暁
子
さ
ん
に
、
令
和
３
年
度
田

子
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
自

衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官

の
募
集
だ
け
で
な
く
防
衛
基
盤

の
育
成
も
担
っ
て
お
り
、
町
の

意
欲
あ
る
青
年
の
確
保
等
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
坂

本
さ
ん
は
「
微
力
な
が
ら
精
一

杯
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
の
募
集
等
に
つ
い

て
、
ご
相
談
や
ご
質
問
が
あ
る

方
は
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー

プ（
☎
20
―
７
１
１
１
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

地
域
に
ぎ
わ
い
商
品
券
配

布
（
※
写
真
５
）

　

10
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

間
、
役
場
住
民
課
と
上
郷
公
民

館
で
「
田
子
町
地
域
に
ぎ
わ
い

商
品
券
」
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
国
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
外
出
の
自
粛
要
請
等
に
よ
る

町
内
経
済
の
低
迷
が
続
く
中
で
、

地
域
の
生
活
支
援
お
よ
び
町
内

商
工
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
品
券
は
、
基
準
日
を
10
月

１
日
と
し
て
、
町
内
に
住
所
を
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高
校
生
ま
で
の
計
36
名
が
受
講

し
、
成
果
発
表
会
で
田
子
神
楽

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
観
覧
し
た
来
賓
・
保
護
者

等
、
約
90
名
の
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。

ギ
ル
ロ
イ
市
の
高
校
生
と

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

（
※
写
真
10
・
11
）

　

10
月
27
日
、
上
郷
小
学
校
の

５
、
６
学
年
の
児
童
を
対
象
に

ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ
市
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
高
校
の
生
徒
と
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
交
流
会
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ビ
デ
オ

通
話
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
田
子
町
に
ん
に
く
国
際
交

流
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
の
伝
統
的
な
文
化
で
あ
る

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
通
じ
て
文
化
の

違
い
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
仮
装
を
し
て
の
参
加
と

な
り
、
互
い
に
英
語
で
自
己
紹

有
す
る
全
町
民
を
対
象
に
、
一

人
当
た
り
５
千
円
分
、
75
歳
以

上
の
方
に
は
、
今
年
度
も
敬
老

会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

敬
老
を
祝
し
、
２
千
円
分
上
乗

せ
し
た
７
千
円
分
の
商
品
券
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

今
回
配
布
し
た
商
品
券
の
使

用
期
限
は
、
令
和
４
年
２
月
28

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

田
子
ひ
と
く
る
め
ゃ
文
化

祭
（
※
写
真
６
・
７
）

　

10
月
23
日
と
24
日
の
２
日

間
、
中
央
公
民
館
と
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
田
子

ひ
と
く
る
め
ゃ
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
や
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
健
康
に
関
す
る
出
展
が

あ
り
、
中
で
も
、
田
子
町
初
登

場
の
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」
は
野

菜
摂
取
量
が
簡
単
に
測
れ
る
も

の
で
、
多
く
の
来
場
者
が
測
定

し
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・
生

徒
美
術
作
品
、
田
子
町
文
化
協

会
作
品
、
各
団
体
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
一
年
の
集
大
成
と

し
て
の
力
作
が
揃
い
、
訪
れ
た

方
々
か
ら
は
賞
賛
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
最
後
の
在
校
生

と
な
っ
た
田
子
高
校
の
生
徒
に

よ
る
せ
ん
べ
い
汁
と
ジ
ュ
ー
ス

の
販
売
や
、
各
関
係
団
体
に
よ

る
に・
・お
積
み
の
展
示
、
ド
ロ
ー

ン
の
展
示
な
ど
様
々
な
催
し
で

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

田
子
神
楽
養
成
講
座
成
果

発
表
会
（
※
写
真
８
・
９
）

　

10
月
24
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
に
て
「
田
子
神
楽

養
成
講
座
成
果
発
表
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
子
神
楽
養
成

講
座
は
、
青
森
県
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
当
町

の
田
子
神
楽
の
保
存
・
伝
承
と

後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
学
ぶ
機

会
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
、
園
児
か
ら

（
写
真
７
）
に
お
積
み
の
展
示

（
写
真
９
）
盆
舞

（
写
真
８
）
傘
舞

（
写
真
６
）
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
で
健
康
相
談
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　地域おこし協力隊の五十嵐で
す。先月号で半年後に迫ってい
る退任後の生業づくりについて
話をしました。その一つとして
田子町で観光業を創設したいと
思い、今年の９月に資格試験を
受け、地域限定旅行業務取扱管
理者という資格を取りました。現在この資格を活かして事業登
録を県の方と進めております。この事業が登録できると、様々
なツアーを田子町を中心に組むことができるようになります。
農業体験、キャンプ、南部弁体験、巨木巡り、星空観察、スキ
ー・スノボツアーなどなど、今田子町を訪れる人たちは日帰り
で町を離れていきますが、そういった方たちの田子町での滞在
時間をより長くし、町を訪れる方々と田子町の方々との交流の
場をもっと作りたいなと思っております。コロナ禍もあり、そ
うなるのはもう少し先になるかもしれませんが、小さなステッ
プを来年度からスタートできればと考えております。もし何か
組んでもらいたいツアーなどあれば、ぜひご連絡ください。

　地域おこし協力隊の木村知子です。早いもので移住してから
７カ月が過ぎ、初めての冬を迎えます。灯油を補充したり、水
道の水下げや雪道運転など、初めてのことだらけで緊張してい
ますが、なんとか越冬できるよう頑張ります。定住移住コンシ
ェルジュとしての活動ですが、町のホームページにコンシェル
ジュレポートを掲載させていただいたり、オンライン移住相談
を始めたりと動き始めています。コンシェルジュレポートにつ
いては、移住者目線での町の季節ごとの風景を、雑誌風に格好
つけて掲載しています（笑）。田子町について調べてくれる方に
魅力的に感じてもらえるように、また町内の方にも町の魅力を
改めて再発見してもらえるように、今後も情報発信していきま
すので、ぜひご覧になってみてください。また、オンライン会
議システム「Zoom」を活用した移住相談も受け付けております。
町外のお知り合いやご親戚など、移住や協力隊に興味ある方な
どいらっしゃいましたら、オンライン以外も随時受け付けてお
りますのでお気軽にご相談ください。

　こんにちは木村治樹です！　
先日行われた“ひとくるめゃ文
化祭”にて我々地域おこし協力
隊の展示会を開催させていただ
きました。
　大変多くの町民の方々にお越
しいただき本当にうれしかった
です。さらにはいろんな質問をしてくれて、町のことだけでな
く今までの自分たちのことやこれからやっていきたいことなど
をいろいろ聞いていただけました。試食というかたちで自分が
作ったパンも60セットほど用意したのですが、全てなくなりう
れしい限りです。皆さん喜んでいただけたでしょうか？
　皆さんが自分たちに期待をしてくれている分、移住してきた
ものとしての観点からこの町に貢献できるよう様々な活動を行
っていきますので、皆様改めてよろしくお願いいたします！

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

◆初めての冬　　　　　　　　　　

◆町民の声　　　　　　　　　　　

◆田子町に観光業を　　　　　　　　

（
写
真
10
）
英
語
で
の
自
己
紹
介

（
写
真
11
）
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
の
様
子

介
し
た
後
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ビ
ン

ゴ
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
絵
か
き
、

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
高
校
の
生
徒
が
考
え

た
企
画
を
通
し
て
交
流
を
し
ま

し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
絵
か

き
で
は
、
魔
女
の
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
か
わ
い
ら
し
い
猫
の
絵
を

一
緒
に
描
き
、
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
「
お
寿
司
は
食
べ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
」
や
「
日
本
の

好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

か
？
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
が
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

ギ
ル
ロ
イ
市
の
時
刻
と
日
付
に

つ
い
て
「
今
ギ
ル
ロ
イ
市
は
、

10
月
26
日
の
午
後
６
時
25
分
で

す
」
と
教
え
て
も
ら
う
と
、
児

童
ら
は
約
16
時
間
の
時
差
に
驚

き
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
「
ハ
ッ

ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！
」
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
ま
た
会
う
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
12月は歩行者の死亡事故、飲酒運
転の事故が最多とされる危険な月
です。交通安全について細心の注
意が必要な季節です。
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●
お
知
ら
せ

■  産業振興課・商工振興課・農業委員会から組織編成のお知らせ
　町では、産業分野における住民サービスの向上及び業務を着実かつ効果的に進めることを目的に、これまで
の産業振興課の組織を１１月１日に改編しました。

◎産業振興課を改編し、「産業振興課」と「商工振興課」の２課体制とします。
◎「産業振興課」は「１次産業戦略推進グループ」で編成され、農業、畜産、林業の振興に関する業務を行
います。
◎農業委員会は、従来どおり農地法規定の許可事務等に関する業務を行います。
◎「商工振興課」は「２次３次産業戦略推進グループ」「６次産業戦略推進グループ」で編成
され、商工業、観光の振興及び６次産業化に関する業務を行います。
◎所在は役場庁舎１階のままで、変更ありません。
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●
お
知
ら
せ

■  三戸地区衛生センターからのお願い
　三戸地区衛生センター（し尿処理施設）では、例年１２
月初旬から年末にかけて、し尿、浄化槽汚泥の搬入量
が非常に多くなります。今年も施設の処理能力を上回
る搬入が予想されることから、施設の安定した処理を
維持するため処理能力の範囲内での受入をいたします
ので、この期間内にくみ取りを予定される方は、お早
めにくみ取り業者にご相談ください。

問三戸地区環境整備事務組合 ☎０１７８－７５－１４４９

■  身体障害者相談員をご存じですか？
　町には身体障害者手帳を持っている当事
者が、身体障害に関する相談に応じ、その
人に必要な制度を紹介する相談員がいま
す。身体障害に関する悩みを共有してみま
せんか？
　詳しくは下記担当窓口にお問い合わせください。

問役場住民課福祉グループ（境沢） ☎２０－７１１９

■  水道の凍結について
　１２月～３月にかけて、水道の凍結事故
が多発します。水道が凍結すると、水が出
なくなるだけでなく、凍結修理に費用がか
かりますのでご注意ください。
　また、次のようなときは、水道の凍結の恐れがあり
ますので、注意が必要です。
▽外気温がマイナス４℃以下になったとき。
▽おやすみ前や、旅行などで家を留守にするなど、長

時間水道を使用しないとき。
▽真冬日（１日中外気温が氷点下の日）が続いたとき。

◎水道の凍結防止について
　水道凍結への対策は、次のようなことがあります。
▽水抜き栓（白またはオレンジのハンドル）を回し、

水抜きをしっかりとやる。
▽水道管の保温（保温材や毛布、タオルなどを水道管

に巻き付ける）
●水抜きの手順
１．蛇口がしまっていることを確認する。
２．水抜き栓のハンドルを右に回す。（最後まで閉め
てください。）

３．蛇口を開ける。
４．最後に蛇口に手を当て、吸い込まれる感じがすれ
ば、水抜き完了となります。

※水抜き栓の場所
　水抜き栓の場所は、台所・トイレ・洗面所・お風呂
など各場所にあります。また、その中でも一目でわか
るもの（蛇口付近）や床下、外付けの場合があります。
目につかなければ、床にある蓋のようなものの中や家
の外を探してみましょう。

◎水道が凍結した場合について
　水道が凍結した時は、次のことをする必要があります。
１．ストーブ等の暖房器具を使って、室内をゆっくり
と暖めましょう。

２．露出している管（保温管などは取り外す）や、蛇口
などにタオルを巻き付け、上からお湯をゆっくりか
けると、水が出るようになります。

※解氷のため、蛇口などに直接お湯をかけたり、直火
を当てたりしますと、破裂や火災の危険があります
のでご注意ください。また、熱湯ではなく、ぬるま
湯（30℃～40℃程度）を使用してください。熱湯を使
用しますと、蛇口や水道管の破裂の原因となります。

３．解氷ができない、または破損してしまった場合は、
水道業者に依頼してください。

※修理費用は、お客様のご負担となります。　

問役場建設課水道グループ ☎２０－７１１８

みんなで食べよう！
かんたん、野菜料理

かぼちゃの
レンチンシチュー

（材料）
かぼちゃ　150g
ベーコン　１枚
玉ねぎ　1/2個、塩・こしょう　少々
バター　５g、小麦粉　大さじ１
牛乳　200cc、コンソメ　小さじ1/2

（作り方）
① かぼちゃは食べやすい大きさに切る。ベーコン・
玉ねぎは細切りにする。

② 耐熱容器に①を入れ、塩こしょうと混ぜる。ラップ
をし、電子レンジ（600Ｗ）で３分ほど加熱する。

③ ②にａをバターから順に入れ、その都度混ぜ合わ
せる。ラップをし、電子レンジで５分ほど加熱し
たら一旦取り出して混ぜる。再度３分ほど加熱し、
とろみがついたらできあがり。

★今年の冬至は12/22（水）です。栄養豊富なかぼち
ゃを食べて、寒い季節を乗り越えましょう。
★かぼちゃには老化を防ぐ栄養素「ビタミンA・ビ
タミンC・ビタミンE」が豊富に含まれています。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

a
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●
お
知
ら
せ

■  三戸郡地域の皆様へお知らせ
●三戸町企業説明会・就職相談会
▼日時　１２月７日（火）午後１時～３時
▼会場　アップルドーム１F　競技場（大ホール）
　三戸郡地域の皆様への就職のきっかけ作りのイベン
トです。田子町、三戸町、南部町の企業が参加されま
す。求職中の皆様、ぜひご参加ください。
※参加には事前申込みが必要です。
▼申込み・問合せ先
　三戸町地域職業相談室

　（アップルドーム２F）☎２０－０２５５
　八戸公共職業安定所：紹介第一部門

　☎０１７８－２２－８６０９　41＃

■  年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその
他の所得額が一定基準以下の、年金受給者の生活を支
援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
対象となる方には、ハガキの請求書が届
きます。ご案内や事務手続きは、日本年
金機構（年金事務所）が実施します。
▼対象となる方
・老齢基礎年金を受給している方　
　以下の要件をすべて満たしている必要があります。
　□６５歳以上である
　□世帯員全員が市町村民税が非課税となっている

□年金収入額とその他所得額の合計が約８８万円以
下である

・障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　以下の要件を満たしている必要があります。
　□前年の所得額が約４７２万円以下である

▼請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただけ
る方

　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から
請求可能な旨のお知らせを送付します。同封のハガキ

（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してくだ
さい。令和４年１月４日までに請求手続きが完了しま
すと、令和３年１０月分からさかのぼって受け取るこ
とができます。
②年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市町村
で請求手続きをしてください。

▼申請・問い合わせ先
　八戸年金事務所 ☎０１７８－４４－１７４２
　役場住民課福祉グループ（鳥井） ☎２０－７１１９

■  副葬品に関するお願い〜三戸地区葬祭場〜
　故人の愛用品や思い出の品であっても、以下の品物
については、ご遺骨や火葬炉の損傷防止及び公害防止
のため、棺の中に入れないよう、ご協力をお願いいた
します。
　また、ドライアイス（保冷剤）は燃焼を妨げますの
で、ご出棺の際は棺から取り出してください。

品　名 理　由

ライター、スプレー缶、乾
電池、缶飲料、携帯電話、
携帯音楽プレーヤー

危険物等（破裂し、火葬炉
内部が損傷する恐れがある
もの）

ビン類（酒瓶）、眼鏡、人形・
おもちゃ類、硬貨、貴金属
類、陶磁器類

ガラス製品、金属等（融解
し、拾骨へ支障をきたす恐
れがあるもの）

鞄・ハンドバック、財布、
合皮製品、杖、履物、人形
など、化粧品などの容器

プラスチック、ゴム製品等
（融解し、拾骨へ支障をき

たす恐れ、周辺環境へ影響
を及ぼす恐れがあるもの）

果物類、飲料類 異臭が発生する恐れがある
もの

書籍（聖書・経典・アルバ
ム な ど ）、 布 団・ 毛 布 類、
ぬいぐるみ、衣類

書籍や紙類、毛布や寝具類
（大量の灰が発生する恐れ

のあるもの）

保冷剤・ドライアイス、ゴ
ルフグラブ、ラケット、釣
り具

雑燃性物質（燃焼の妨げと
なり、火葬炉故障の恐れが
あるもの）

※お願い
　火葬中に機器に引火し爆発する恐れがあるため、ペ
ースメーカー及びそれに類似するものを使用している
場合は、事前に葬祭場に連絡ください。

問三戸地区環境整備事務組合  ☎２３－０５６７

■  令和４・５年度国有林モニターの募集
　東北森林管理局は、国有林野の管理経営
に皆様の声を役立てていくため、モニター
を募集しています。
▼募集人員　４８名程度
▼募集期間　12月１日（水）～令和４年１月31日（月）必着
▼任　　期　令和４年４月１日から２年間
▼内　　容　アンケートへの回答、国有林モニター会議
　　　　　　への出席など
※応募資格、応募方法など詳しくは東北森林管理局 HP

をご覧いただくか、担当までお問い合わせください。

問東北森林管理局 企画調整課 林政推進係
　☎０１８－８３６－２２２８
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

公民館講座のご紹介～太極拳講座編～
　10月12日、中央公民館ホールで太極拳講座を行い、
この日は８名の参加がありました。
　講師の太極拳師範・野澤紀美子さん指導の下、受講
生は講師の動きに合わせながら体を動かしていました。
　太極拳はゆっくりとした動作で行うため、普段あま
り体を動かす習慣がない方でも無理なく行える運動で
す。途中、講師の野澤さんが演舞を披露し、流れるよ
うな動きに受講生は見入っていました。

  
田子神楽養成講座成果発表会
　10月24日、中央公民
館ホールで「田子神楽養
成講座成果発表会」を行
い、園児から高校生まで
33名の受講生が５演目

（鶏舞・番楽・笠舞・傘
舞・盆舞）を披露しまし
た。
　養成講座は５月から
10月まで行い、この日
は保護者らが見守る中、
子どもたちは講座で覚え
た演目を田子神楽保存会
技芸部のお囃子に合わせて舞い、演目が終わるたびに
客席から大きな拍手が送られました。

　最後に田子神楽保存会
会長の宇藤堅一さんから、
受講生を代表して田子中
学校３年中山昊己さんに、
修了証と記念の図書カー
ドを授与しました。　
 

第48回新春書き初め大会
　新しい年を迎え、あらたな気持ちで書き初めに挑戦
しよう！　詳細は後日お知らせします。
▽と　き　令和４年１月６日（木）　
▽ところ　中央公民館ホール

令和３年・令和４年田子町成人式のお知らせ

●平成12年４月２日から平成13年４月１日生まれの
田子町在住者及び田子中学校卒業者 対象

▽と　き　１月８日（土）午後１時～
▽ところ　中央公民館ホール

●平成13年４月２日から平成14年４月１日生まれの
田子町在住者及び田子中学校卒業者 対象

▽と　き　１月９日（日）午後１時～
▽ところ　中央公民館ホール

※いずれも対象者には案内を送付しておりますが、万
が一お手元に届いていない場合にはお知らせくださ
い。

●歴史講座
▽と　き　12月11日（土）午後１時30分～４時30分
▽ところ　田子町内（清水頭エリア）
▽内　容　野外講座・奇峰学秀と霊山信仰巡り
▽持ち物　筆記用具、防寒具

※中央公民館で午後１時から１時30分に受付し、
バスで移動します。（こちらは定員に達しており
ますのでご了承ください。）

●習字教室
▽と　き　12月２日（木）午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽対　象　大人の方
▽持ち物　習字道具（筆、硯、文鎮）
　　　　　墨と半紙は公民館で準備します。

●いけばな講座
▽と　き　12月18日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
　※１週間前の金曜日までの申込が必要です。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　12月28日（火）午後７時～８時30分
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　花材代2,000円～3,000円
▽内　容　お正月用アレンジ

※１週間前の月曜日までの申込が必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報
はその都度、ＴＣＶ、チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●農業・きのこ
▽農家が教える足場パイプ＆塩ビパ

イプで便利道具／614ノ
▽きのこ図鑑／657ウ

●健康
▽免疫力を高める塩レシピ／498ア
▽結局、自律神経がすべて解決して

くれる／小林弘幸／498コ

●暮らし、料理、育児
▽暮らしをそのままの自分に寄せて

／本多さおり／590ホ
▽きのう何食べた？シロさんの簡単

レシピ２／596キ
▽おかあさんライフ。毎日一緒にお

さんぽ編／たかぎなおこ／599タ

●歴史・時代小説
▽海より深し／取次屋栄三８／岡本

さとる／913オ
▽陰の人／吉原裏同心36 ／佐伯泰

英／913サ
▽輝山／澤田瞳子／913サ
▽いやし＜医療＞時代小説傑作選／

朝井まかてなど／913ジ
▽ふしぎ＜霊験＞時代小説傑作選／

西條奈加など／913ジ
▽斬雪／風の市兵衛２－30 ／辻堂

魁／913ツ

●ミステリー・警察小説など
▽倒産続きの彼女／新川帆立／913

シ
▽居酒屋「一服亭」の四季／東川篤

哉／913ヒ

●そのほかの小説など
▽正欲／朝井リョウ／913ア
▽民王／シベリアの陰謀／池井戸潤

／913イ
▽ペッパーズ・ゴースト／伊坂幸太

郎／913イ
▽チグリジアの雨／小林由香／913コ
▽ブルースＲｅｄ／桜木紫乃／913サ
▽砂に埋もれる犬／桐野夏生／913キ
▽星を掬う／町田そのこ／913マ
▽Ｎ／道尾秀介／913ミ

●伝記・エッセイなど
▽74歳、ないのはお金だけ。あとは

全部そろってる／ミツコ／159ミ
▽後列のひと／無名人の戦後史／清

武英利／281キ
▽なんで家族を続けるの？／内田也

哉子、中野信子／367ウ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

12月の図書館行事
▼12 ／１（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼12 ／27（月）～１／４（火）
　年末年始休館日

　１年の締めくくり12月です。子ど
もたちにはクリスマス絵本や十二支の
お話を、大人向けにはおもてなし料
理・フラワーアレンジメント ･ リース

などの本を集めて展示 ･ 貸出します。

○さむがりやのサンタ
○くいしんぼうのサンタクロース

○クリスマス正月
　の工作図鑑
○おせちのおしょ
　うがつ
○ルルとララの手
　作りスイーツ冬
　のお菓子
○定番おすしと飾
　り寿司
○おせち料理と季
　節のごちそう
○四季の茶花を楽
　しむ／冬

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出

「クリスマスとお正月」特集

▽期間　12月18日（土）～１月６日
（木）の８日間

▽対象　小学生以下の子ども
▽内容　期間中に何冊の本を借りて
読むことができるか、自分の記録に挑

戦します。台紙に本の題名を書いてく
ださい。小さいお子さんは親子で参加
できます。本をたくさん借りた人には
賞状とプレゼントがあります。

▽期間　12月27日（月）～１月４日（火）の９日間

　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、どうぞご
了承ください。
　この期間中は「ブックポスト」には返却せず、１月５日（水）以
降の返却をお願いします。

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

●年末年始休館日のお知らせ

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。
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町
の
人
口

令
和
３
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2119（±０）
人口／5158（－４）
男／2509（±０）
女／2649（－４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器
具

な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
安
全
に

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
の
取
扱
い

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
、
燃

え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
、
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
、
完

全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。

・
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認
し

て
か
ら
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室
な
ど
の

正
し
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

・
火
の
勢
い
が
弱
い
う
ち
に
消
火

す
る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　

飲
酒
の
機
会
も
多

い
時
期
で
す
が
、
飲

酒
運
転
は
重
大
な
犯

罪
で
す
。
運
転
者
だ

け
で
な
く
、「
運
転
す
る
人
に
お

酒
を
飲
ま
せ
た
り
」、「
車
を
貸
し

た
り
」、「
同
乗
す
る
こ
と
」
も

同
じ
く
重
大
な
犯
罪
で
す
。
職

場
や
家
庭
で
も
飲
酒
運
転
を
絶

対
に
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
、

タ
ク
シ
ー
代
を
ケ
チ
っ
て
大
き

な
代
償
を
払
い
ま
す
か
？

◎
飲
酒
運
転
に
は
厳
し
い
処
分
！

○
酒
酔
い
運
転　

無
条
件
で
免

許
取
り
消
し
（
35
点
、
欠
格
期
間

３
年
）

○
酒
気
帯
び
運
転　

▽
呼
気
中

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
０
・
25 

mg
／

ℓ
以
上　

免
許
取
り
消
し（
25
点
、

欠
格
期
間
２
年
）
▽
呼
気
中
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
０
・
15 

mg
／
ℓ

以
上
、
０
・
25 

mg
／
ℓ
未
満

免
許
停
止
90
日
（
13
点
）

　

自
動
車
の
運
転
者
だ
け
で
な

く
、
飲
酒
運
転
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
者
へ
の
車
両
提
供
行
為
、

酒
類
提
供
行
為
、
飲
酒
運
転
車

両
の
同
乗
者
に
対
し
て
も
罰
則

が
あ
り
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

2
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30、午後1:30～4:00

3
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

5
（日）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

6
（月）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

7
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

8
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

10
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
介護職員初任者研修フォローアップ研修

（せせらぎの郷）午後2:00～4:00
11
（土）

介護職員初任者研修フォローアップ研修
（せせらぎの郷）午後2:00～4:00

13
（月）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

14
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診結果説明会（上郷公民館）
午後2:00～3:30

15
（水）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

16
（木）

「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
（せせらぎの郷）午後1:00～4:00

17
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

21
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

22
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前9:30～正午
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午後1:30～4:00

23
（木）

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

24
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午
日本脳炎Ⅱ期予防接種（せせらぎの郷）
午後2:00～4:00

27
（月）

子宮頸がん予防接種（中１）
（せせらぎの郷）午後3:30～4:30

28
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

12月の主な保健・介護予防事業予定表

■  年末年始の外出には注意しましょう
　外出する際は『自宅の玄関と勝手口の施錠の確実な確認』『外出先ではバ
ッグを体から離さない、チャックを開けたままにしない』などを行って、
盗難に注意しましょう。　問三戸警察署田子警察官駐在所 ☎３２－３１０９

誕生

●　個人情報保護のため掲載を省略しています

※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●古舘みゑ（95歳）道地
●森　榮子（81歳）西舘野
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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日
が
落
ち
る
の
も
す
っ
か
り
早

く
な
り
、
夕
暮
れ
時
に
は
寒
さ
が

身
に
染
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
そ
ん
な
こ
と

は
お
構
い
な
し
！
」
と
言
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
の
園
庭
に
は
、
ど
ん

ぐ
り
、
と
ち
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
桜
、

イ
チ
ョ
ウ
の
木
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
木
々
が
あ
り
、
葉
っ
ぱ
は
風
に

ふ
か
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
と
落
ち
て
き

ま
す
。
乾
い
た
落
ち
葉
は
風
に
舞

い
、
日
に
日
に
積
も
り
、
音
が

「
フ
カ
フ
カ
」
か
ら
「
カ
サ
カ
サ
」

に
…
。

　

子
ど
も
た
ち
は
そ
の
上
を
歩

き
、
楽
し
み
な
が
ら
落
ち
葉
集
め

を
し
て
い
ま
す
。
園
で
は
そ
の
集

め
た
落
ち
葉
を
使
い
、
10
月
初
め

み
ん
な
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

で
、
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な

葉
を
見
つ
け
て
は
「
こ
の
葉
っ
ぱ

は
大
き
い
ね
」「
こ
の
葉
っ
ぱ
赤

く
て
き
れ
い
だ
ね
」「
こ
れ
は
黄

色
だ
ね
」
な
ど
ど
、
会
話
を
は
ず

ま
せ
な
が
ら
落
ち
葉
を
集
め
、
焼

き
芋
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
か
み
ご
う
こ
ど
も
園
）

学
校
の
話
題
　
か
み
ご
う
こ
ど
も
園

　情報スクランブル

い
わ
し
雲
一
面
に
秋
を
語
る
な
ぜ
か
侘
し
く
も
の
が

な
し
く
も 

声
高
な
川
の
水
音
か
ろ
や
か
に
流
れ
流
れ
て
海
に
交

わ
る 

一ひ
と
こ
と言
に
生
き
が
い
と
い
へ
ど
な
か
な
か
に
一
首
の
歌

な
ど
思
ひ
浮
ば
ぬ 

新
井
田
衣

仏
壇
の
線
香
二
本
燃
え
続
け
家
族
の
無
事
を
静
か
に

祈
る 

時
重
ね
日
々
の
暮
し
に
感
謝
し
て
笑
顔
で
送
る
残
る

人
生
を 

楽
し
み
は
電
話
で
語
る
友
の
声
こ
こ
ろ
の
衣
脱
ぎ
捨

て
し
笑
ひ
　 

貝
守
多
恵

風
生あ

れ
し
湖
面
に
さ
ざ
浪
吾
が
立
て
る
鶴
の
舞
橋
岩

木
山
望
む 

バ
ス
を
待
つ
待
合
室
に
目
で
笑
ふ
マ
ス
ク
の
女ひ

と

の
話

し
が
弾
む 

平
穏
の
証

あ
か
し

の
よ
う
な
夕
暮
れ
の
紅
引
く
茜
し
ば
し
見

と
れ
る 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
１
年
12
月
号
（
令
和
３
年
11
月
24
日
発
行
）
通
算
第
７
４
５
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

10月中旬から11月初旬にかけて、町内各小学校で令和３年度学習発
表会が行われました。子どもたち一人ひとりがこの日のために一生
懸命練習を重ね、日々の学習成果を訪れた方々に発表しました。

　田子小学校では、「思いをつなげ みんなでつくる 笑顔の舞台」
をテーマに、歌やダンス、劇などが発表されました。劇では、２
年生による「スイミー」や４年生による「大人会議」などが披露
され、メッセージ性の強い内容に会場は感動に包まれました。

　上郷小学校では、全校児童12
名が地域の方々と協力して学習
発表会を盛り上げました。「上郷
チルドレンは やればできる！」では、全校児童による跳び箱とマ
ット運動が発表され、「上郷小子ども神楽・石亀神楽」では、児童
らのかわいらしい舞と石亀神楽保存会の皆さんによる荘厳な舞が
披露されました。

　清水頭小学校では、音楽の時間で練習した「組曲『惑星』より
木星」を演奏したり、体育の学習の時間で腕に磨きをかけたとい
う「全校なわとび」を披露したり、訪れた方々へ普段の頑張りを
中心に発表しました。また、全校劇「タプコプ村で深呼吸」にも
挑戦し、児童らのコミカルな演技が会場の笑いを誘っていました。

ス
イ
ミ
ー

組
曲「
惑
星
」よ
り
木
星
の
演
奏

上
郷
チ
ル
ド
レ
ン
は

や
れ
ば
で
き
る
！

大
人
会
議

タ
プ
コ
プ
村
で
深
呼
吸

上
郷
小
子
ど
も
神
楽

町内各小学校学習発表会町内各小学校学習発表会

　昭和27年に開校した本校は、昭和33年
に独立校舎が完成し、田子中学校の校舎
から引っ越しました。独立校舎でもドラ
マがありました。

夜間定時制から昼間制に
１９５８～１９７４（昭和33年～49年）

　夜間定時制でスタートした本校ですが、
生徒数が年々減少していったようです。
農作業などの後、離れた集落から夜間に
通学すること、特に冬場は並大抵のこと
ではなかったと思います。今のように自
家用車での送迎はありえないことで、雪
の中を歩いて登校し、すき間の多い窓、
燃えの悪い薪ストーブの教室で震えなが
ら授業をしていたそうです。そんな環境
ですから生徒の大半が途中で脱落してい
く状況でした。生徒の減少で一時は廃校
するかもしれないといわれたようです。
　その危機を乗り越える策として昭和37
年に昼間制に切り替わることになりまし
た。この名称は現在、県内の高校にはあ
りません。これは昼の数時間学校に通っ
て勉強し、仕事と両立しながら単位を修
得して４年間で卒業する形の課程です。
こうして入学生が増え、生徒確保や統廃
合の危機を脱しました。
　その後、昭和40年には木造２階建ての
教室を２つ増築し、図書室も作ったこと
や、昭和44年11月にグラウンドが完成し
たこと、５年後の昭和49年には特別教室
棟と生徒昇降口が完成したことからも順
調に生徒数が増えていったのではないか
と推察されます。

文責　青森県立田子高等学校 校長 小野淳美

今年度で閉校となる青森県立田子高等学校を
歴史や思い出とともに振り返る新コーナー

「田子高校の軌跡」No.2

はじめてのハッピーバースデイ　令和２年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

●尾形　柊
しゅう

ちゃん
Ｒ2.11.2

（七日市・男の子）
誕生日おめでとう！ 
明るく元気でやんちゃ
な柊くん。そんな姿を
見て毎日癒されていま
す。これからもよろし
くね！

●種子銀
ぎんろく

鹿ちゃん
Ｒ2.11.13

（野々上・男の子）
１歳のお誕生日おめ
でとう！ いつもニコ
ニコ笑顔が可愛い銀
ちゃん♡ 元気いっ
ぱいに大きくなって
ね！

●市村　啓
けい

ちゃん
Ｒ2.11.27
（塚ノ上ミ・男の子）
ごはんをモリモリ食
べる啓くん！ これか
らもたくさん食べて
大きくなーれ！


